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緒 論

我が国乳幼児死亡 の重要な一原因 となす所

謂下痢腸炎 の大 きな部分は,離 乳期乳幼児を

おかし晩春初夏に頻 発す る所謂乳児腸炎或 は

重症消化不良症 と称せ られるものであ る.此

の事は此の重症消化不良症が暑 熱と密接 な関

係を有す事を示し,太 田1)藤 瀬2)矢 野3)の 諸

氏 も気温気湿或は季節 と発生頻度の関連 を明

らかにして居 る通 りである.又 浜本教授及 び

相浦氏4)は,晩 春初夏 の候 の母子着衣状況 を

調査 し,昭 和23年5月 末頃 の乳 児 の着 衣 は

実質上母のそれの3倍 に及ぶ事 を知 り,乳 児

熱放散度の大な るべき事 と相俟 つて,乳 児は

此の季節に欝熱を起す危険 のあ る事を予想 し

て居 る.暑 熱が乳児の生活機能に悪影響 を齎

す事は,太 田氏5)を は じめ多数諸氏 の予期 し

ている通 りであるが,之 が重症消化不良症 の

発生病理上如何な る機 序に よる役 目を演ず る

ものか,実 験 的に探究 した丈献を知 らない.

一方
,重 症消化不良症 の発 生病理 を明 らか

にす る事 は,予 防医学 的に も極 めて大切であ

るに も係は らず,従 来本症の発生病理 には,

我が国 と事情の異 る ドイツの栄養障碍症 の学

説を流 用墨守 されて居 り,細 菌説6,7,8)食餌性

又は体 細 胞 性 毒 素 説9,10,11,12,13)腸粘膜透過

性亢進説14,15)肝臓解 毒機 能 障 碍説16,17)脱水

説18,19)アチ ドーゼ説20)等 が挙 げ られ ている,

勿論之等は寧 ろ中毒症状 自体の発生機序 の説

明に不可 缺の役割を演ず る事 は疑 ひがないけ

れども,更 に之等に先行す る根本原 因がな く

てはならぬ筈であ る.

茲 で考へ られ るのは,重 症消化不良症が全

身 の疾患であ り,感 染 防禦能力の失墜を来 し

て居 る事である.更 に所謂網状織 内被細胞系

統が此 の感染 防禦に与 る事は既定の事実 とさ

れてい る.又 温熱中枢 の未分化な乳児が欝熱

を起 し易 く,そ の結 果全身細胞機能 の衰弱を

来 すで あろ う事 も容易に推察 され る.そ こで

私共 は,重 症消化不良症が欝熟に よつて招来

され る間葉機能減 弱 と言ふ基盤 の上 に成立す

ると考へ,之 を実験的に立証 し得 るか否かを

検 してみた.即 ち重症消化不良症患児並に慢

性欝熱幼若家兎の網状織内被細胞系統機能を

「ア ドラー,ラ イマン」の 「コンゴロー ト」

法によつて検 し,之 を比較検討 して興味ある

結果 を得たので本 篇に報告す る.

第一章　重症消化不良症患兒網状織内被

細胞系統の色素除法機能に就て

實験目的及び實驗對象

夏季の重症消化不良症並に栄養障碍症患児

の網状織 内被細胞系統(網 内系)機 能の消長

を検す る為,昭 和23年6月 より8月 まで及

び昭和24年6月 よ り8月 に至 る間 に,岡 山

大学 附属病院小児科病棟に入院 した満6ヶ 月

乃至満2才 の栄養障碍症患児14名 を撰び,次

記 の方 法 に よつ て前後17回 にわた り,綱 内

系機能検査を施行 した.尚 対 照には正常離乳

期乳児及 び 「ハ イネメヂ ン」氏病で 入院中の

者 の中,発 病以来1ヶ 月以上を経 て,現 在栄

養状態全 く正常 と認め られ る者10名 を撰 んだ.



410　 畑 野 栄 一

實 驗 方 法

1925年Adler u.Reimann21)に よ つ て 発 表

さ れ た 「コ ン ゴ ロ ー ト」 法 の 変 法 を 用 ひ た.

本 法 が 人 体 に 応 用 さ れ た 研 究 は 多 い が,従 来

之 が 乳 児 に 用 ひ ら れ た 文 献 は 殆 ん ど 見 当 ら な

い.そ こ で 色 素 の 注 射 量 が 問 題 に な る が 研 究

者 に よ り区 々 で あ る.成 人 で は1%コ ン ゴ ロ

ー ト生 理 的 食 塩 水 溶 液 をAdler u . Reimannは

10～12c.c上 田 氏22)10c.c.牟 田 氏23)5c .c.内 野

氏24)体 重40kg当 り7cc. Paschkis25) 10～12cc.

 Wilensky26) 10c.c.を 夫 々 用 ひ て い る.私 は 体

重50kgの 成 人 に 対 し 同 液10c.c.の 割 と 考 へ,

乳 児 に は 毎kg体 重 当 り 同 液0.2c.c.と し た.

比 色 定 量 は 従 来 「ネ フ ロ コ ロ リ メ ー タ 」「デ

ュ ボ ス クjの 比 色 計等 が 用 ひ ら れ た が,私

共 はHeilmeyer27)に よ りPulfrichのStufen

Pholometerを 用 ひ た.

実 施方法 は次の通 りで ある.

1) 患児 の静 脉 血3c.C.を 採 取 す る.

2) 次 いで1%コ ン ゴ ロー ト減菌 生理 的食塩

氷 溶液 を毎kg体重 当 り正 確 に0.2c.c.マ ン

トー氏 注 射器1/2針 を 用ひ,静 脉 内 に注 入

す る.

3) 注 入後4分 に して一 側 頸 静 脉 よ り 血 液

3cc.を 採 取 す る.

4) 注 入後60分 で再 び頸 静 脉 よ り血液3cc .

を採 取す る.

5) 採取 した血液は何れ も直に乾燥 スビッツ

グ ラスに入れて ゴム栓 を施し血清分離後,

毎分1500～2000回 転で10分 間遠心分離す

る.

6) コ ン ゴ ロ ー ト注 射 前 の 血 清 を 比 色 対 照 に

と りPulfrichのStufen-Photometerを 用 ひ

て 比 色 定 量 す る.

7) 予め作成 した既 〓 濃度 表よ り, 4分 後,

 60分 後 の血清 内色素濃度及 び 「コンゴロー

ト」係数を計算す る.

8) 色素注入,血 清採取 に用ひた器 具は何れ

も厳 重 に消毒滅菌 し,且 充分 に乾 燥 した も

のを用ひた.

9) 従来の比色定量法では,溶 血 のある場 合

は比色が不可能 である.此 のHeilmeyerの

方法は,甚 しい溶血 のある時を除けば,特

殊 フ ィル ターの使用に よる波長限定により

比色可能である.然 し私は甚 しい溶血 の存

在を認めた時は勿論之 を実 験 か ら除 外 し

た.

實 驗 成 績

Ι. 健康離乳期乳児におけ る成績

健 康 成 人 の 「コンゴ ロー ト」係 数(コ 係数)

即ち
注射60分 後血清 コ濃度/

注射4分 後血清 コ濃度
×1COの 記 載 は

あ るが,健 康乳児 の コ係数 については記載が

見当 らない.故 に私は10例 の健 康 離 乳期乳

幼児 を撰 び,そ の標 準値を求 めて次の第一表

の如 き成績 を得,之 を対照 とした.

第一表　 健康離乳期乳幼児 コン

ゴ ロー ト濃度及び係数

コ濃度に就 ては従来余 り記載が ないが,本

表 の値 は成人値(上 田)よ りは低 い.之 は年

令的 の差か,測 定方法が異 る為 の差か明白で

はないが,私 の成績では第5例 を除 き可成揃

つた成績 を得 てい る.家 兎の実験で牟田23)品

川28)鶴 井29)木 下30)氏 が述べ て居 る様に,網

内系機 能の判定には,コ 係数のみな らず4分

後 血清内 コンゴロー ト濃度(4分 後 コ濃度)

及び60分 後 血清 内 コンゴ ー ト濃度(60分

後 コ濃度)も 考慮 されねばな らぬ と考へ られ

る.上 表の コ濃度の最高最低値を健康値の極

限 とすれば, 4分 後 コ濃度は,
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0.0250～0.0527‰ の時　網 内系機能正常

0.0527‰　 以上 の時　 同　 障碍

0.0250‰　 以下 の時　 同　 亢進

又60分 後 コ濃度は同様に,

0.0129～0.0303‰ の時　網 内系機 能正常

0.0303‰　 以 上の時　 同　 障碍

0.0129‰　 以下の時　 同　 亢進

と考へて差支へない.コ 係 数 につ い ては

Adler u. Reimanが 詳細に述 べて居 り,そ の

後諸家 の意見 もあ り,成 人 と乳児 とには 自ら

年令的差異があつてよく,第 二章に於 て述べ

る標に家兎におけ る私の実験的結果 もあるの

で,私 は第一表 よ り次の如 く判定す るのが妥

当と考へ る.即 ち コ係数が,

46～67　 の時　 網内系機能　 正常

68～80　 の時　 同　 軽度障碍

80以 上 の時　 同　 高 度障碍

45以 下の時　 同　 亢進

此 の値 で は 正 常範圍がAdler u. Reimann

の示 した成人の夫れ より僅かに低 く,乳 児は

成人よ りも網 内系機能が稍々 旺盛であるとの

感 を与へ る.北 原31)長竹32)両氏 も家 兎に於 て

幼若な もの程網内系機能 が旺盛 との成績を得

て居 る.

Ι. 重症消化不良症及び栄養障碍症患児にお

ける成績

検 査の結果は第二表の如 くで,重 症 消化 不

良症 では明 らかに コ濃 度高 く,コ 係数 も亦高

度の障碍あるを示 している.然 るに恢復期に

は,正 常若 しくは即つて機能亢進 を示 した.

第4例 は軽症であ り且極期を過 ぎた恢復期に

検 査を行つた為か,軽 度の障碍を示 したに過

ぎなかつた.第5例 第6例 も軽症で あつたが

前者は コ濃度,コ 係数共に障碍の徴を示 し,

恢復期には正常に戻つている.後 者は コ濃 度

のみ障碍 の徴を示 した.

第二表　 重症消化不良症並に栄養障碍症患児の 「コ」濃度及び係数

栄養失 調症中の第7例 は殻粉栄養障碍症 で

あ り,第8例 は全身の フル ンクローヂスを伴

つた高度の栄養失調症で,夫 々軽度及び高度

障碍の成績を得たのは当然であろ う.第9第

10例 の普通の栄養失調症では,変 化がなかつ

た.

単純性消化不良 症 では,第14例 のみ軽度

障碍を示しているが,他 は寧 ろ梢 々亢進 して

居 る.第14例 で も正常範 圍 との差 は 僅で意

義 あるものか どうか不明であ る.
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小括 及び考 按

以上 の実験結果 よ り私は,重 症消化不良症

患児 の コ濃度及 び コ係数が健康離乳期乳児の

それに較べ ると著 しく高い事 を知 り,更 に単

純性栄養失 調症或は消化不良症 では正常乳児

のそれ と変 りない事を知つた.併 し乍 ら此 の

結果 のみを以 て直ちに,重 症消化不良症 は網

内系機能が低下 して居 ると言ふ事 は早計であ

ると考 へ られ る.何 となればAdler u. Rei

mannの 「コンゴロー ト」法は網 内系機能の

みを検 査す る方法ではな く,肝 臓機能 とも合

せ検 するものであるか らである.

そ もそ も血清 中の コ濃度及 び其 の血 中よ り

の消失過程に関与す る主 たる因子は,次 の三

つ と考へ られ る.即 ち

1) 全循環血液量.特 に血漿量

2)胆 汁への排泄機 点

3)綱 内系細胞の色素攝取

先づ第一に全循環血液量 との関係であ るが

血清内 コ濃度は全循環血液量に よつて当然影

響を受ける.然 し重症消化不良症 の様 に,脱

水或は循環血液量減少の認め られ る病気では

単に体重計算にて割出 された量 の コンゴロー

トを静脉内に注 射した後,血 清 内 「コ」の絶

対濃度 を測定 し,之 を以 て網 内系機能 と判定

す る事は注意 を要 する.そ れ よりも 寧ろ血液

内 より 「コ」の消失状況,換 言すれば コ係数

が より有意義であると考へ られ る.此 の消失

状況に影響 を及ぼす二つの要素は,網 内系細

胞 による色素攝取 と,肝 細胞を通 じて胆汁へ

の色素排泄である.「コ」が胆管 より排泄 され

る事はMollendorf33) Paschkis武 田34)氏 等の

研究 によ り明 らかであ り,而 も肝臓 の組織学

的構造 よ り肝細胞 の機能障碍或は胆管障碍に

よ り,此 の色素排泄が妨げ られ血液か らの色

素消失 が遅延するであろ う事は想像に難 くな

い.け れ ども血液内か らの色素消失が胆汁へ

の排 泄作用のみに依存 す るとは考へ られない.

 Paschkis氏 は コンゴロー ト微 量注射におけ る

網 内系細胞 の色素攝取は顆粒状攝取ではな く

不 可視的攝取,換 言すれ ば細胞が染 色されざ

る程度の攝取が行はれ ると言 ひ,之 に反 し武

田氏 の所謂大 量 「コンゴロー ト」液 注射では

淋巴腺 の網内系細胞 に注 射後4時 間で原形質

の平等著 色が認め られ,時 間 の経過 と共 に色

素は顆粒状 とな り,次 第 に明瞭且大 とな る.

又彼に よれば1時 間 内に肝臓 よ り排 出され る

色素量 は血 中 に減 少す る色 素量 の僅かに10

%に 過 ぎず, 4時 間で17%,注 射後24時 間

内で34%に 達する程 度 であ ると言ふ.私 の

実験は一時間内にすむのであるか ら,そ の間

の色素胆汁排泄が本実験 の結果 に及ぼす影響

は少 な い もの と考 へ る事 が 出 来 る.更 に

Paschkisは 溶血性黄疸に於 て,コ ンゴロー ト

検 査が陽性 に出 るのは,網 内系細 胞における

溶血現象が盛 とな る結果.ヘ モグ ロビン過剰

攝取 に より網内系細胞の他の色素攝取能が低

下 す るので あ り,此 の 際Phenoltetra-chlor

phihaleinに よる肝 臓機 能 は屡々正常である

事 を見ている.又Willheim35)も 網内系封鎖が

「コ」の血流 中よ りの消失 を遅 らす事実か ら

本法 の信憑性を論 じ,之 を支持 して居 る.斯

様 に血流中 よりの消失 に網内系細胞 の色素攝

取が,大 きな役割を演ず る事 は疑問の余地が

ない.此 の故に こそAdler u. Reimannの 「コ

ンゴロー ト」法は今 日尚諸家 に於て,例 へ純

粹 に網内系機能のみを検す るものではないに

して も,実 用上屡 々用ひられ て居 るものであ

る事は衆知 の通 りである.

次に重症消化 不良症 の肝臓の病理組織学的

所見を見ると肝臓に脂肪変性あ り 〔山本36)遠

城寺37)島38)加 納39)諸 氏〕此の事か ら肝 の重

篤な機能障碍が考へ られ又事実立証 されても

居 る,併 し栗田氏40)の言ふ如 く,重 症消化不

良症 の蛋 白代謝障碍が病 初よりも寧 ろ恢 復期

に増強す る傾 向があるとすれば,肝 臓の機能

は寧 ろ続発的に障碍 され るとも考へ られる.

又岡本氏41)が重症消化不良症患児の剖見例の

星状細胞 に同様 な脂肪変性を見ている事は,

私の 「コ」試験 に よる網内系機能低下 の解剖

学的立証 として役立 つて くれ るものと考へら

れる.

私の成績が網内系機能減弱のみによつて齎
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されたものと考へる事は無理 かも知れないが,

本 「コンゴロー ト」法が大方 の臨床的機能検

査法 として認知 され得 る範 圍内に於て,実 験

成績を検討すると,重 症消化不良症の第1例

第2例 第3例 では明らかに網内系機能の低下

を見,病 勢の恢復と共に正常範圍内に復帰す

る と言 ひ得 るので あ る.

此 の網内系機能低下 は,従 来言はれて居 る

如き食餌過誤,細 菌感染,毒 物中毒等に よる

発病,更 に脱水症,ア チ ドーゼ等 の病的機序

により二次 的に続発し得 るもので ある事 は当

然であるが,夫 とは別に欝熱が第一因的に こ

の網内系機能を低下 せ しめ,之 が原因となつ

そ重症消花不良症を成起せしめたのではない

かを知る為に,第 二章 に お け る実 験 を行つ

た.

第二章　欝熱幼若家兎網状織内被細胞

系統の色素除去機能について

賓驗 目的及び實驗對象

私は第一章 に於て,重 症消化不良症患児 の

網内系機能が低下 して居 る事 を知つたが,か

ゝる低下 は,果 して欝熱 のみに よつて齎 らさ

れ得 るものであるか どうかを知 る為に,次 の

実験 を行つた.

実験 動物 として は,欝 熱群,対照 群 共 に,

生後1ヶ 月,体 重400～600gの 幼若 家 兎を用

ひた.

實 験 方 法

Ι. 欝 熱方法

高 さ50cm,幅65cm,奥 行45cmのCouveuse

の底に,高 さ5cm,幅55cm,奥 行40cmの 金

属製容 器に水 を 充た して 置 き,電 気 的調節 に

より高湿度を得 られる様 に工夫 し,そ の上に

木棚を置いて幼若家 兎を飼育 し,第 三表の如

く次第に湿球温度を上 げつ ゝ, 35日 間飼育を

継続し,'其 の間 数 回 に わた りAdler u. Rei

mann氏 「コンゴロー ト」試験を 行つた.飼

料は欝熱家 兎及対照家 兎共に,平 均一 日雪花

菜100gと 干大根葉30gを 与へた.

湿度 は85～95%で あつ て,湿 球 温度 の上

昇 と共に増 加する.湿 球 温 度 の日差 は最 大

1℃ を越 えない.尚 対照家兎は出来得 る限 り

欝熱家 兎と同腹の ものを用ひ,秋 及び冬 の室

温,比 湿の下に飼育 した.

第三表 Cowcuse内混球 温度 表

Ⅱ. 「コン ゴ ロー ト」法 実施 要 項

第 一欝熱群及びその対 照 群 ではCouveuse.

入室後7日14日, 21日, 28日, 35日 目に検査

を施行 し,第 二欝熱群及びその対照群では第

14日28日 及 び其後室温 に下 げて14日 目即 ち

第42日 目の3回 検 査した.尚 欝 熱 家 兎は温

度を上昇する と其 の直後24時 間 前後 は一般

的状態に或程度の衰弱が見 られ るが, 2日 程

すれば 「慣れ」の状態 とな るので,実 験 はす

べて此 の 「慣れ」の状態に於 て行はれた.

Adler u. Reimann氏 法 は人体 に於 け る場 合

と次 の諸 点 に於 て改 変 した.

1) 1%「 コンゴ ロー ト」滅 菌 生理 的食 塩 水

溶液 を家 兎の毎kg体 重当 り2cc.即 ち人体

におけ る使用量の10倍 を用ひた.

2) 「コンゴ ロー ト」液 注射後4分60分2時

間後 の3回 血液 を採 取 した.

「コンゴロー ト」液 注射には耳静脉を用ひ

血液採取は心臓穿刺法に よつた.

3) 採取血液は1.5cc.に 止め,得 た る血 清

は蒸溜水にて正確 に10倍 に稀釈 して比色 し

た.

「コン ゴ ロー ト」 の注射 量を 人体 の10倍 に

したの は,血 液 の反 復大 量採 取 に よ る影 響 を

防 ぐ為 で あ り,更 にHeilmeyerがStufen

photometerを 用ひ る時,血 清 稀 釈 に よる コ濃

度 定 量 誤差 は 無 視 し得 るば か りで な く,反 つ

て溶血 に よ る誤 差 を防 ぐ利 点 が あ る と言 つ て

い る為 で もあ る.

次に心臓穿刺を撰んだ理由は,幼 若家兎を
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用ひた為,耳 静脉 よ り血液を4分 後 に正確 に

採取す る事が困難であつた為であ る.

最後 に 「コンゴロー ト」液注入後2時 間 の

コ濃度,コ 係数 を検 した理 由は,網 内系細胞

の 「コンゴロー ト」顆粒攝取が,時 間経 過 と

共に多 くなると言ふ武 田氏 の知 見を考慮 した

為である.

実 驗 成 績

最初に対照家 兎群におけ る成績は次の第四

表 の如 くである.実 験 は42日 間にわた る為,

其 の間家 兎の体重増加 は欝熱群及 び対照群共

に著 しく,実 験開始時の3倍 乃至4倍 に達 し,

殆 んど成熟化す るのは止むを得 なかつた.

第四表 の成績か ら正常範圍を求め ると,

Ι. コ濃 度 は

4分 値　 0.300～0.420‰　平 均0.371‰

60分 値　 0.100～0.210‰　平 均0.176‰

2時間値0.020～0.120‰　平 均0.080‰

Ⅱ. コ係 数 は

1時 聞　 40～53%　平 均47.2%

2時 間　 5～30%　平 均20.7%

と考へ られ る.尚 此処で興 味あ る事は,発 育

成熟す ると共に コ濃度,コ 係数が共に増加 の

傾向にある事で,此 れが度 重なる血液採取の

影響 か,或 は反復 「コ」注射 の為 の網内系封

鎖 のあらはれか.年 令的差異 の為か,明 白で

はない.唯 この コ係数値を長竹,北 原両氏 の

成績 と比較す ると,私 の方が機能旺盛 となつ

て居 るので,心 臓穿刺,瀉 血或 は網内系封鎖

の影響 と見 るよりは,年 令的 な差異 と見 る方

が よい と考へ られ る.

次に欝熱幼若家 兎におけ る検査成績 は第五

表,第 六表 に示す如 くであつて,コ 濃度に於

て4分 値 は対照 に比 し僅かに高 く, 60分 値,

 2時 間値は欝熱開始後2週 間 目よ り,コ 濃度,

コ係 数 共 に 変 化 を示す ものあらはれ始め,

 3週 以後 は全例機能低下を示 した.所 が第二

欝熱群幼若家 兎では 欝熱28日 目より室 温 環

境に再び戻 した所,其 の後14日 目即 ち実 験

42日 目には,コ 濃度,コ 係数は対照群 のそれ

と殆 ん ど差異 な く,正 常籍圍内に復帰 す る事

が分 つ た.

第 四表　室温に飼育 した幼若対照家兎

の コンゴロー ト濃度及び係数
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第 五 表　 第一鬱熱群幼若家 兎の 「コンゴ ロー ト」濃度及び係数

第 六 表　 第二鬱熱群幼若家 兎 「コンゴロー ト」濃度及び係数
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小 括 及 び 考 按

高温高湿が生体に与 える影響に関す る文献

は応接に暇がないが,何 れ も短時 日間 の温熱

附与 の影響 を見 た ものであ り, 2週 日以 上

の温熱附与を試みた ものは,広 津42)福 島43)本

間44)氏等の実験 が見当 るのみである.

又其 の研究 目的 も血液性状 の変化 を主眼点

として居 り,温 熱 の網 内系機能に及ぼす影響

を見 たものは,牟 田45)氏の文献が見当 るのみ

であ る.之 は短時 日温熱附与 の影響 を 「コン

ゴロー ト」法で検 したもので,私 の如 き長期

の高温高湿が幼若生体に齎 らす影響を検 した

ものではない.

私 の結果 に見 る欝熱家 兎4分 後 コ濃度 は殆

んど対照 と差異 を示 さず,年 令の増加 につれ

て僅かに コ濃度 の上昇 を見 た.此 の傾 向は対

照家 兎よ りも欝熱幼若家 兎に於 て著 しかつた.

広津,福 島,吉 村46)諸氏の言ふ如 く,欝 熱 に

より血液水分量増加,ヘ マ トク リッ ト値減 少

が あるとする と,こ の濃度増加 は更に意義深

い ものか も知れない.然 し乍 ら一方,此 の コ

濃度は全循環血液量 に も関連す るので,コ 濃

度か らのみ網内系機能を判定す る事 は,茲 で

も難 しい.

以上 に より私は実験成績を コ係数 よ り判定

す る事 とした.そ の結果 は次 の様 になる.即

ち実験 第一週は,欝 熱群対 照群間 に殆 ん ど差

を示 さない.第 二週 目には欝熱群 コ係数は平

均値 に於 て著明に増加 してい るが,之 れは同

群全試獸に見られ るのではな く,約 半数の欝

熱家 兎にあらはれ る変化であつて且2時 間 目

の コ係数値は殆 んど対照 と変 りがない.第3

週 目には殆ん ど全例に コ係数 の増加 が認め ら

れ且其 の増加は2時 間 目の もの よ り著 明であ

る.第4週 第5週 の成績 は第3週 の夫れ以上

に更に多少 の コ係数値増加は見 られ るが,著

しい差異ではない.併 しこ ゝで欝熱4週 後 に

再び 室温 に戻 して見 ると,第 二群42日 目の

成績の如 く,網 内系 は急激 に其 の機能を恢 復

し,コ 係数値は対照家 兎のそれ と全 く差 のな

い状態 となる.

次に此 のコ係数値 の上昇が肝臓機能障碍,

或 は網 内系機能障碍,そ の何れに主因をもつ

か といふ問題が残 る.神 前氏47)は栄養失調症

患児に4～8日 の急 性 欝 熱 を起 さしめ ると,

網 内系機能が低下 すると共に肝臓機能障碍を

も惹起す る事を報告 している..又 吉村氏48)も

幼若家 兎を乾球温度35℃ ～36℃ で飼育する

と, 4～8日 で早 くもPhenolsulfophthaleinの

排泄障碍があらはれ る事を見て居 る.之 等の

実験 では何れ も環境温度が急変 した事が考へ

られるが,私 の経験 によると,湿 球温度 を僅

か1℃ 上げた際で も幼若家 兎は敏 感 に暫 く

食慾失墜 を以 て応 へ るのが常であ り,左 様 な

温度急変に際 しては攝取食物量の著 しい減少

が予想され,之 等飢餓又は蛋 白攝取不足の,

肝臓機能に及 ぼす影響 も吟味判定 さるべきで

あろ うと考へ る.一 面私の実験 に於 ては,既

に欝熱2週 間 目に, 1時 間後 コ係値 が正常範

圍以上 に増加 するものがある.こ の事は飢餓

又は蛋 白攝取不 足の為だ とは考へ られない.

何 となれば欝熱家 兎は3週 位迄 は食慾 も悪 く

な く,体 重 も増加 しているからである.吉 村

氏 の用ひたPhenolsulfophlhalein試 験が肝臓

機能のみを検す るものか どうかについて も,

 Schellong49)の 言ふ如 く疑問がある.

前章に述べた如 く, Adleru. Reimannの 「コ

ンゴロー ト」法が,実 用上網内系機能検査法

として有用であ るとの見地か ら,私 は以上の

成績 の原因の大半を欝熱に よる網内系機能低

下に求め る事が,よ り妥当で あろ うと信ず る.

併 し乍 ら此の 「コンゴ ロー ト」法 のみによつ

て,網 内系機 能低下 を断定す る事は不充分で

あ り,更 に他の検 査法を も之に併せ実験する

必要 があると考へ る.

第一篇の總括及び考按

上記 の成績により私は,重 症消化不良症患

児及び欝熱幼若家兎に網内系機能低下がある

事は殆んど確実 と考へる.そ して後者の場合

に見られた機能低下が単に欝熱のみに起因す

ると言ふ事 も殆んど確定的である.何 となれ

ば常室温環境内に出せば,此 の低下は容易に
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正常に復帰す るか らであ る.か くして重症消

化不良症が,慢 性欝熱の基盤 の上 に成立す る

網内系機能低下 よ り誘発され るものである可

能性は大 き くな る.

唯私の実験 に於け る程度 の慢性欝熱に よつ

て起 され るコ係数 の上昇は,重 症消化不良症

の程度には達 しなかつた.此 の事実か ら,人

間 と家兎 との本質的な差があ るに もせ よ,欝

熱によつて齎 らされた重症消化不良症患児 の

網内系機能低下が更に感染,中 毒,脱 水,肝

機能低下等を呼び,此 等が再び原因 となつて

より高度の網内系機能低下 を来 し,か くして

成立す る悪循環が本症の臨床像を呈す るので

あろうと考へ られ る.

結 論

1) 重症消化不良症 の網 内系機能は,コ ンゴ

ロー ト法で検 すると低下 して居 り,症 状 の

恢復 と共 に正常に戻 る.

2) 単純性栄養失調症及び消化不良症は,網

内系機能正常である.

3) 伝染 を有す る高度 の栄養失調症,殼 粉栄

養障碍症,重 症消化不良症 の初期 と思へ る

例では,軽 度 の障碍 を認 めた.

4) 正常家兎では,年 令の増加 と共 に コ係数

値の増大が見 られた.此 れは年 令的差異 と

考へ られ る.

5) 慢性欝熱幼若家兎では,早 い ものは欝熱

開始後14日,遅 い もので も21日 目には,網

内系機能低下が見 られた.

終 りに臨み本研究を命ぜ られ終始御懇篤 なる御指

導 と御校閲 を忝 うした恩師浜本教授に深甚の謝意 を

表 します.

本研究は文部省科学研究費に負ふ所多大であ りま

す.

本稿 の要 旨は昭和24年4月 日本小児科学会第52

回総会 に発表 した.(50)
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49) Schellong; med. Klinik 45, 1711, 1926
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